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私たちは、キリストの愛をもって、日本と世界の助けを必要とする人びとに仕えます
お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いていたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねて
くれたからだ。はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。（マタイによる福音書25章35～36、40節）
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寄付金のご送金先：（旧法人名の払込取扱票も使用可能です）
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編集後記
　鮮やかな濃紺の団体名を貫く閃光の十字架。見て、すぐに
好きになりました。「キリストの愛をもって隣人に仕える」と
いう団体の使命を潔く体現していると感じたからです。事
実、JELAはこの使命に突き動かされて、多くの分野の事業に
取り組んでいます。ゆえに、折に触れて、ではこの「愛」とは
いったいどんな愛なのか、という再確認が必要になるのだと
思います。イエス・キリストがいのちを捨ててまで示した愛で
すから、その解釈は十人十色であって良いという人間都合に
陥らないように気をつけたいところです。また、ＡをＢ、Ｂを
Ｃと伝えてしまったら、巷の伝言ゲームの喜劇どころではな
い結果を生むことでしょう。毎年多くの方がJELAの事業に関
わり、奉仕者として大きく成長されています。また、私たちの
働きを必要としている人々 にも出会います。そうした人々 に伝
えるべき言葉、愛という宝が私たちに託されています。このこ
とが、現場で働く職員の原動力となっています。（渡辺薫）

世界の子ども支援
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　当財団の古屋四朗理事長により次の三句が選ばれまし
た。今回は偏奇庵さんが最優秀に選ばれました。
　おめでとうございます！

 <最優秀句> 
物忘れ功徳は階段昇り降り （偏奇庵）

 <優秀句> 
　未練あり見るべき程のこと尽きず （蕩尽坊） 
　カーナビに思わずハイと返事する （呆楽）

　今回を持ちまして「川柳ひろば」を終了することとい
たしました。十数年に渡りご愛顧くださり誠にありがと
うございました。（川柳ひろば管理人　奈良部 慎平）

入選句発表！最終
回

　今秋、全米認定チャプレンと
して活動される岡田圭氏をス
ピーカーにお迎えして、下記の
ようにチャリティ・イベントを開
催します。昨秋９月に出版され
た著書『いのちに驚く対話』
（医学書院）は、早くも日本の
スピリチュアル界、ホスピス・緩
和ケアなどの分野で大いに注目
されています。岡田氏が著書を
通して投げかけた、「最期」ということの多様な見方、そこで
起きる対話、言葉をどう意識し理解できるか、という問いに
対し、岡田氏とともに立ちどまり考える時を持ちませんか。

◆◇イベント概要◆◇
講　演：『人生の最期に、何を語り合えるのか』
講演者：岡田 圭 氏
日　時：2025年10月17日（金）
　　　　午後1時30分開場　午後2時開演
会　場：JELAミッションセンター・ホール
　　　 （東京都渋谷区恵比寿1-20-26）
入場無料（当財団公益目的事業へのご寄付を承ります）

　プログラムの詳細はウェブサイト、ブログで公開します。
　どうぞお楽しみに。

「誰が何を語りたいのか」
語りを聴くこと、語ることの交流が、どう豊かになるのか
何が心に残る気づき（意識の覚醒）や物語になり
分かち合う時がどう語り継がれて
人の人生の見方を多彩に広げてくれるか
今大切なこととして思っていることを話して
皆さんの思いを招きたいと思います。 （岡田圭）

◇岡田 圭 氏 プロフィール
ニューヨーク生まれ、金沢市育ち。上智大学外国語学部ポルトガ
ル語科を卒業後、1982年にロータリー財団奨学生として渡米。美
術専攻でニューヨーク市の美大 School of Visual Arts を卒業
後、ポストモダン・ダンサーたちとの舞台芸術創作を経て、ユニオ
ン神学校卒（神学修士）Union Theological Seminary。現場教
育の授業で臨床チャプレンの仕事に興味を持ち、臨床研修 CPE 
(Clinical Pastoral Education) を市内数カ所の病院で終了。専門
チャプレン協会 Association of Professional Chaplains の全米
認定資格を所得。チャプレンとしてコーネル大学医療センター小
児科「エイズの子供たちのためのプログラム」クリニック、HIV
キャリアのホームレス療養施設Housing Works, Inc.での勤務を
経て、2006年よりニューヨーク訪問看護サービスVisiting Nurse 
Service of New Yorkホスピス緩和ケアでスピリチュアルケア・
カウンセラーとして勤務。2021年末、終末期スピリチュアルケ
ア・プログラム・マネージャーとしての職務から退職。現在、コロン
ビア大学の学術集会「死に関するセミナー」準会員、国際スピリ
チュアルケア協会（スイス、ベルン大学）会員、臨床スピリチュア
ルケア協会(PASCH)顧問。

JELA 秋のチャリティ・イベント
『人生の最期に、何を語り合えるのか』

支援者一覧 （2025年3月1日～6月30日）

カンボジアに14棟目のプレスクールを建設中（P3）／カンボジアの小学校やプレスクールのために文房具を募集します！（P3）
「世界難民の日」JELAの取り組み（P7）／「フィロクセニア奨学金」2026年度奨学生募集（P7）／「JELAハウス」管理人募集（P7）
カンボジア・ワークキャンプ2025 参加者レポート（P4,5）／
ディアコニア元奨学生 三浦 太一 さん「視野を広げ、生きる意味を探す学び」（P6）／JELAディアコニア奨学金 2026年度募集（P6）
「回顧と展望」第１回 中川 浩之 氏（P2,3）／秋のチャリティ・イベント「人生の最期に何を語り合えるのか」告知（P8）／
「川柳ひろば」最終回 入選句発表！（P8）／支援者一覧(P8)／編集後記(P8)
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世界の子ども支援

　JELAは世界の子ども支援の一環と
して、カンボジアの子ども支援に力
を入れています。特に教育環境の整
備に注力しており、2012年からプレ
スクール（日本の幼稚園・保育園に
該当する教育施設）の建築事業を継
続して行っています。今年は14棟目
となるプレスクールが、カンボジア
のパートナー団体「Lutheran Hope 
Cambodia Organization（LHCO）」
とともに選定した、コンポンスプー
州アオラル地区タサルコミューンの
ダウンチョン村で建設中です。
　ダウンチョン村は人口905人の村
で、288世帯が暮らしています。人
口の内304人が子どもで、その中の
84人が2～6歳でありプレスクール
に通う可能性のある子どもたちで
す。ダウンチョン村は近くの町まで
35km離れており、道路事情も悪い
ことから公共サービスを受けること
が難しい地域です。
　プレスクールと併設するトイレの
建築費用8,700ドルの内、JELAは校
舎の費用7,700ドルを提供します。
トイレの建築費と整地の費用は村人

が負担します。６月には建設予定地
の整地と盛土が行われました。
　またLHCOの指導のもと、プレス
クールの建設品質管理委員会が村に
組織されました。同委員会は建設の
状況を見守りつつ、将来は建物の維

持管理なども担っていきます。
　JELAはLHCOと協力して同地の
子どもたちの教育環境の改善のため
に活動を続けてまいります。世界の
子ども支援事業へのお祈りとご支援
をよろしくお願いいたします

カンボジアに14棟目のプレスクールを建設中

　このコーナーでは、JELAの運営
に長らく関わられた方からメッセー
ジをいただく新企画「回顧と展望」
をお届けいたします。第一弾は20
余年にわたりJELAをリードしてく
ださった中川浩之氏です。中川氏は
JELAの理事長（2006年～2016
年）や評議員（2021年～2025年3
月）を歴任されました。当記事は、
2025年6月18日に中川氏に事務局
がインタビューを行ったものを文字
起こししたものです。

――本日はよろしくお願いします。20年
あまりJELAをリードしてくださいました
が、何が一番印象に残っていますか。

　大変優秀なスタッフたちと仕事を
することができて感謝しています。
一番の思い出は、2009年の創立100
周年の記念イベントですね。渋谷の
東急ホテルで大々的に行いました。
当時はアメリカの宣教師の方も多く
いらっしゃってJELAのルーツを知
る良い機会になりました。

――どのようにJELAの活動に加わった
のですか。

　かつては、私が通っている日本福
音ルーテル市ヶ谷教会と同じ建物の
中にJELAのオフィスもありまし
た。当初は何をしている団体だろう
と気になっている程度でしたので、
後年、理事長になるとは夢にも思っ
ていなかったです。私が教会の信徒
常議員の時に、長尾博吉牧師が教会
の事務局長をされていました。長尾
先生の誘いでJELAに関わるように
なったと思います。最初の大きな仕

事は、「JELAミッションセン
ター」の建築委員会で、毎週建設現
場近くのビルの一室で行われていま
した。建築業者、設計者などと長尾
先生と私で工事の進捗を毎週見守っ
ていましたね。

――中川さんが理事長の時に現在の公
益事業に続く活動が本格化しました
が、どのように関わられたのですか。

　私は広告代理店の出身だったこと
もあり、広報に力を入れました。今
でも使われているJELAのスローガ
ン「キリストの愛で隣人に仕えま
す」やJELAのロゴマークの作成は
いい思い出です。ロゴマークの配色
は、日本人の好きな藍色と朱色の組
み合わせでできています。Eの部分
は十字架と星のイメージです。
JELAのウェブサイトも作りました
し、広報委員会も開設して後進の育
成に道筋をつけました。

――JELAのロゴは普遍的なデザインだ
と思います。多くの人に浸透しています
よね。

 今思うとEの十字架（星）の横の線
が少し細いかな。ロゴを小さくした
時に線が見えなくなる可能性がある

と思います。それでもJELAのロゴ
マークは私の代表作ですね。

――広報でいうと本紙「JELA NEWS」
も創刊時から中川さんがデザインさ
れていますよね。

「JELA NEWS」創刊（2003年8月
号）から52号（2020年8月）までの
17年間、編集に関わりました。印
象に残っているのは、インド・ワー
クキャンプの写真です。日常の様子
が出ていていい写真だと思いまし
た。また、賛助会員を募り、200名
の方に加わってもらいました。多く
の人にJELAを伝えることができた
ことは自慢できることかと思いま
す。

――広報関係ではチャリティコンサー
トもありましたね。

　全国の教会を巡り、いろいろな人
と知り合うことができてよかったで
す。そこで知り合った方が、賛助会
員や後に役員などになってくれて
JELAを支えてくれました。演奏者
ではフルート奏者の上野由恵さんと
6年間ご一緒させていだきました。
彼女とはチャリティCD「Amazing 
Grace」を制作し、コンサート会場
で販売もしました。一般の人でも
知っている讃美歌が多いのでいい選
曲だと思います。

――全国ツアーで多くの方にJELAをPR
したのですね。上野さんのチャリティCD
の音源は、音楽配信サービス（YouTube 
Music、Spotify、Apple Musicなど）で
も聴くことができます。その収益はJELA
の寄付金になりますので、ぜひ多くの方
にも聴いていただきたいです。

――世界の子ども支援、難民支援、奉
仕者育成の事業がありますが、印象
に残っていることはありますか。

　世界の子ども支援事業ですね。ブラ
ジル、インド、カンボジアを訪問して、普
通の旅行では行けない場所に行くこ
とができて、そこで現地の人々に会
うことができました。特にブラジルの
訪問は印象に残っています。2008年
11月、リオグランデ・ド・スル州ポル
ト・アレグレに、日本政府から得た約
1000万円の助成金によってCentro 
Diaconal Evangélico Luterano
（CEDEL福音ルーテル社会奉仕セン
ター）が完成し、とても嬉しかったの
を覚えています。また、アジア学院の
入学式に参加して、何度か挨拶をさ

せていただきました。農村リーダー
を目指して来日した人たちにエール
を送ることができたと思います。

――これからのJELAに期待することに
ついて教えてください。

　教会とJELAが協力して何かでき
たらいいですね。

――カンボジアの支援を教会と協力し
て実施できないか話を進めています。共
に「キリストの愛をもって隣人に仕え
る」理念で一致できるのがいいです。

　それは楽しみです。古屋理事長は
大変よくJELAを運営してくれてい
ます。感謝しています。

――読者へのメッセージはありますか。

　公共の媒体を個人的に使ってはい
けません。（笑）

――中川さんらしいお言葉ですね。
本日はありがとうございました。

回顧と
展望

第１回
中川 浩之 氏
（JELA元理事長）

　JELAではカンボジアの小学校や
プレスクールの子どもたちが使う文
房具を集めています。未使用、もし
くは未使用に近いクレヨン、色鉛
筆、鉛筆などがあればJELAにお送
りください。お送りいただいた文房
具は、JELAスタッフがカンボジア
の小学校やプレスクールに直接お届
けします。

【文房具の送付先】
〒150-0013
東京都渋谷区恵比寿1-20-26
公益財団法人JELA 支援物資係
【募集期間】　2025年9月30日まで 

　お名前、ご住所、電話番号もご同
封ください。 皆様のご支援をお待ち
しています！

カンボジアの小学校やプレスクールのために
文房具を募集します！

プレスクール建設予定地 建設品質管理委員会の会議の様子

フルート奏者・上野由恵さんによる
チャリティーCDの音源については
こちらのブログ記事をご覧ください

2015年、アジア学院のイベントに
参加する中川理事長（当時、右）

中川氏制作の団体ロゴ
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ジをいただく新企画「回顧と展望」
をお届けいたします。第一弾は20
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――本日はよろしくお願いします。20年
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――どのようにJELAの活動に加わった
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　かつては、私が通っている日本福
音ルーテル市ヶ谷教会と同じ建物の
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先生の誘いでJELAに関わるように
なったと思います。最初の大きな仕

事は、「JELAミッションセン
ター」の建築委員会で、毎週建設現
場近くのビルの一室で行われていま
した。建築業者、設計者などと長尾
先生と私で工事の進捗を毎週見守っ
ていましたね。

――中川さんが理事長の時に現在の公
益事業に続く活動が本格化しました
が、どのように関わられたのですか。

　私は広告代理店の出身だったこと
もあり、広報に力を入れました。今
でも使われているJELAのスローガ
ン「キリストの愛で隣人に仕えま
す」やJELAのロゴマークの作成は
いい思い出です。ロゴマークの配色
は、日本人の好きな藍色と朱色の組
み合わせでできています。Eの部分
は十字架と星のイメージです。
JELAのウェブサイトも作りました
し、広報委員会も開設して後進の育
成に道筋をつけました。

――JELAのロゴは普遍的なデザインだ
と思います。多くの人に浸透しています
よね。

 今思うとEの十字架（星）の横の線
が少し細いかな。ロゴを小さくした
時に線が見えなくなる可能性がある

と思います。それでもJELAのロゴ
マークは私の代表作ですね。

――広報でいうと本紙「JELA NEWS」
も創刊時から中川さんがデザインさ
れていますよね。

「JELA NEWS」創刊（2003年8月
号）から52号（2020年8月）までの
17年間、編集に関わりました。印
象に残っているのは、インド・ワー
クキャンプの写真です。日常の様子
が出ていていい写真だと思いまし
た。また、賛助会員を募り、200名
の方に加わってもらいました。多く
の人にJELAを伝えることができた
ことは自慢できることかと思いま
す。

――広報関係ではチャリティコンサー
トもありましたね。

　全国の教会を巡り、いろいろな人
と知り合うことができてよかったで
す。そこで知り合った方が、賛助会
員や後に役員などになってくれて
JELAを支えてくれました。演奏者
ではフルート奏者の上野由恵さんと
6年間ご一緒させていだきました。
彼女とはチャリティCD「Amazing 
Grace」を制作し、コンサート会場
で販売もしました。一般の人でも
知っている讃美歌が多いのでいい選
曲だと思います。

――全国ツアーで多くの方にJELAをPR
したのですね。上野さんのチャリティCD
の音源は、音楽配信サービス（YouTube 
Music、Spotify、Apple Musicなど）で
も聴くことができます。その収益はJELA
の寄付金になりますので、ぜひ多くの方
にも聴いていただきたいです。

――世界の子ども支援、難民支援、奉
仕者育成の事業がありますが、印象
に残っていることはありますか。

　世界の子ども支援事業ですね。ブラ
ジル、インド、カンボジアを訪問して、普
通の旅行では行けない場所に行くこ
とができて、そこで現地の人々に会
うことができました。特にブラジルの
訪問は印象に残っています。2008年
11月、リオグランデ・ド・スル州ポル
ト・アレグレに、日本政府から得た約
1000万円の助成金によってCentro 
Diaconal Evangélico Luterano
（CEDEL福音ルーテル社会奉仕セン
ター）が完成し、とても嬉しかったの
を覚えています。また、アジア学院の
入学式に参加して、何度か挨拶をさ

せていただきました。農村リーダー
を目指して来日した人たちにエール
を送ることができたと思います。

――これからのJELAに期待することに
ついて教えてください。

　教会とJELAが協力して何かでき
たらいいですね。

――カンボジアの支援を教会と協力し
て実施できないか話を進めています。共
に「キリストの愛をもって隣人に仕え
る」理念で一致できるのがいいです。

　それは楽しみです。古屋理事長は
大変よくJELAを運営してくれてい
ます。感謝しています。

――読者へのメッセージはありますか。

　公共の媒体を個人的に使ってはい
けません。（笑）

――中川さんらしいお言葉ですね。
本日はありがとうございました。

回顧と
展望

第１回
中川 浩之 氏
（JELA元理事長）

　JELAではカンボジアの小学校や
プレスクールの子どもたちが使う文
房具を集めています。未使用、もし
くは未使用に近いクレヨン、色鉛
筆、鉛筆などがあればJELAにお送
りください。お送りいただいた文房
具は、JELAスタッフがカンボジア
の小学校やプレスクールに直接お届
けします。

【文房具の送付先】
〒150-0013
東京都渋谷区恵比寿1-20-26
公益財団法人JELA 支援物資係
【募集期間】　2025年9月30日まで 

　お名前、ご住所、電話番号もご同
封ください。 皆様のご支援をお待ち
しています！

カンボジアの小学校やプレスクールのために
文房具を募集します！

プレスクール建設予定地 建設品質管理委員会の会議の様子

フルート奏者・上野由恵さんによる
チャリティーCDの音源については
こちらのブログ記事をご覧ください

2015年、アジア学院のイベントに
参加する中川理事長（当時、右）

中川氏制作の団体ロゴ
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奉仕者育成

　今回は、私
にとって３回目
のワークキャン
プで、カンボジ
アは２回目の
訪問でした！ 
今回参加して
改めて実感したことが２つあります。ま
ず、歴史を学ぶことの大切さについて
です。博物館や資料館を再び訪問
し、教科書や動画で眺めるだけでな
く、自ら現地を訪れ、歴史を肌で感じ
ることが重要だと改めて痛感しまし
た。そうすることで、私たちは「同じ過
ちを繰り返してはならない」という思い
を胸に刻み、生きていくことができる
ように思いました。
　また、カンボジアで出会った方は
皆、異国から来た私たちをまるで家族
の様に受け入れ、「安心して活動でき
ているか」「食事はしっかり取れてい
るか」など細やかに気遣ってくれまし
た。今回は、２年前にも感じたカンボ
ジア人の温かさを再確認したキャンプ
でもありました。来月には新社会人と
して新たな一歩を踏み出します。今度
は自分が「与える側」として、これまで
の経験や体験を活かしていけるよう努
力したいです。

　私が今回
のカンボジア
ワークキャン
プで得たも
のは人との繋
がりです。そ
の中でも特に現地の子どもたちと触れ
合った時間がとても印象に残っていま
す。私が出会った子たちは決して裕福
とは言えませんでした。靴を履いてい
ない子や、やむを得ない理由で学校に
いけない子などもいました。しかし、そ
の子たちも含めて皆とても元気で純粋
でした。異国から来た私をすぐに受け
入れて、手を引いてコミュニケーション
をとってくれ、お互い言葉はわからなく
ても笑顔とジェスチャーで通じ合う事
ができました。
　キャンプに参加する前は、地元や学
校など私の周りにいる人たちだけの小
さなコミュニティが、私の世界でし
た。そこでは言葉も通じ合って、お互い
に察する事もできるはずなのに、なぜ
人間関係で悩んでしまうのかだんだん
と考え始めました。もしかしたら近くに
いるが故に、互いを知ろうとする行動
が減り、すれ違いがあったのではない
かと考えました。もう少し自分の世界
を広げて、多くの人と繋がりたいと思
いました。

　カンボジアの
学校や児童養
護施設の見学、
農村部の家庭
訪問など、旅行
では経験できな
い多くのことを
経験する事ができました。特に学校訪
問では、日本とはまた違う授業のシステ
ムや、施設内を見る事ができ、新鮮で
楽しかったです。そこに通う子どもたち
が英語で話しかけてくれたり、遊びに
誘ってくれたり、色々教えてくれたりとと
てもいい交流ができました。また、カン
ボジアの虐殺の歴史を学ぶスタディツ
アーでは、自分が信じる正義が時に正
しくなく、正義は凶器になりうることを感
じました。だからこそ、私たちは常に自
分たちがやっている事に対して疑問を
持って、取り組むことが大切だと気付か
されました。
　１日の最後にあるディボーションで
は、御言葉を通して1日を振り返る事
で、神様との時間を過ごす事ができま
した。クリスチャンとして神様との向き
合う時間が、今まであまりなかったの
ですが、今回のキャンプを通して、ちゃ
んと神様と向き合うきっかけになった
と感じています。また、ノンクリスチャ
ンの人とも聖書について真剣に話せる
こともとても貴重な経験でした。 

　私は今回の
キャンプを通し
て、特に感銘を受
けたことが二つあ
ります。一つ目
は、宗教や歴史
的背景を考慮す
ることの重要さで
す。障害を抱えて生まれた子や結婚前
に妊娠した女性に対する考え方など、
無宗教の私にとって理解できないこと
もありましたが、生まれ育った環境や
バックグラウンドによって、価値観が大
きく異なることを学びました。また、ポ
ルポト政権の虐殺の歴史は、今なお現
地の人 の々深いトラウマとなっていて、
その歴史を知ったうえで見るカンボジ
アの印象は、以前と全く異なるように
感じました。
　二つ目はディボーションの時間を通
しての学びの多さです。私は胸の内を
誰かに見せることがとても苦手で、他の
メンバーのようにうまく分かち合えず、
ディボーションが正直苦痛に感じた日
もありました。しかし、ディボーション
で終える毎日を通して、その日経験して
感じたことを言葉にすること、そしてそ
れを誰かに伝えようとすることが、こん
なにも意味のあることなのだと初めて
気づくことができました。

　今回のキャン
プテーマは「ど
うして神様がい
るのに？だって
神様がいるか
ら！」というもの
でしたが、私はキャンプ中に何度も「ど
うして神様がいるのに」と感じまし
た。虐殺博物館に行った際にも、どう
して神様がいるとしたら、この様な残

虐なことが起こったのだろうと思い、物
売りの子どもを見た際にも、神様はど
うしてみんなに平等の機会を設けてく
れないのだろうかと思いました。
　しかし、「辛いことがあって、なんで
神様がいるのに？と思うこともある
が、それもまた、神様が私たちに与えた
試練である」という徳弘牧師の言葉を
聞いて、神様は私たちを見捨てたわけ
ではなくて、さらに強くしようとしてくれ
ていると思え、少し救われました。時に
その試練は厳しすぎるものもあります
が、それもまた神様が私たちに与えた
ものだと受け入れ乗り越えることで、一
つ成長できると私は信じています。

　昨年のインド
ワークキャンプ
に続き、２回目
の参加でした。
今回のワーク
キャンプは、施
設見学や現地
の方 と々の交流
が主で、現地の小学校で出会った子ど
もたちや、同じくボランティアに来てい
た同年代の留学生、現地のガイドさん
やゲストハウスの方 な々ど、沢山の方と
の出会いと別れを経験しました。その
中で、｢隣人になる｣とはどの様な事なの
か考え、物理的に隣にいても隣人にな
れない事が多い世の中で、それでも心
を通わせ、お互いを愛することが隣人
になるという事なのではないかと思い
ました。もしそうであれば、カンボジア
で出会った方 と々別れた今、たとえ隣
にいなくても、いつまでも隣人として繋
がっていられるのではないかと感じま
した。お別れは悲しかったですが、その
分、沢山の方 と々の素敵な出会いがあ
り、参加する事ができて良かったと心
の底から感じています。現地で出会
い、別れた方 と々も、隣人としてお互い
の心の中に生き続けられますように。

　旅の最後に、
重度身体障がい
の女の子とその
母親に出会いま
した。「どうして」
神様がいるのに
彼女は自由に動
くことができず、
「どうして」私は日本から来て彼女の
横に座っているのだろう。遠くて近い
彼女に、私は何をすればいいか分か
りませんでした。その時、ディボーショ
ンで徳弘牧師から言われた「だってあ
なたがいるから」という言葉が、小さ
な私に大きな力をくれました。ノンクリ
スチャンの私にはまだ、神様がいるの
かはわからないけれど、今彼女の横に
は私がいて、一緒にお菓子を食べ、笑
い合っている。言葉はわからないけど
「私がいる」ことに喜んでくれている
ように感じ、「私がいる」ことに、何か
意味を生み出せたと思いました。
　沢山の「どうして」を考えるディボー
ションの時間は、私にとってかけがえ
のないものでした。神様もいるし、あ
なたもいるし、私もいる。何かを大きく
変える強い力は、弱い私にはありませ
ん。それでもカンボジアでの経験を忘
れず、隣の人から愛したいです。

「カンボジア・ワークキャンプ2025」を２月に開催しました。７名の大学
生がキャンプに参加し、チャプレンとして日本福音ルーテル高蔵寺教会・
復活教会の徳弘浩隆牧師が同行しました。一行はJELAが建築したプレス
クールで、壁の塗装や児童との交流、併設された小学校の菜園整備など

のボランティアワークを行いました。また、トゥールスレン虐殺博物館や
キリングフィールドを訪問し、ポルポト政権下の虐殺の歴史を学ぶスタ
ディツアーにも参加しました。キャンプでの体験を綴った参加者たちのレ
ポート（抜粋）をご紹介します。 ※年齢はキャンプ当時のもの

カンボジア
ワークキャンプ
2025
2.12 ̃ 2.22

4

参加者レポート全文は
JELAニュースブログで

来年（2026年）2月は
インド・ワークキャンプ

を開催予定！
募集要項を秋ごろに
ウェブで公開します。
お楽しみに！

クニョム スロランニャ
カンボジア（I Love Cambodia）

古屋 若菜（22歳）

AWESOME CAMBODIA
千原 茉利乃（20歳）

疑問に思う大切さ
笹山 百合菜（19歳）

カンボジアで育まれた心
桐原 安那（19歳）

試練も神様から与えられたもの
新井 穂果（20歳）

全ての人と隣人になるには
野左根 希歩（21歳）

近くて遠い彼女と私
安土 真理奈（22歳）
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参加者レポート全文は
JELAニュースブログで

来年（2026年）2月は
インド・ワークキャンプ

を開催予定！
募集要項を秋ごろに
ウェブで公開します。
お楽しみに！

クニョム スロランニャ
カンボジア（I Love Cambodia）

古屋 若菜（22歳）

AWESOME CAMBODIA
千原 茉利乃（20歳）

疑問に思う大切さ
笹山 百合菜（19歳）

カンボジアで育まれた心
桐原 安那（19歳）

試練も神様から与えられたもの
新井 穂果（20歳）

全ての人と隣人になるには
野左根 希歩（21歳）

近くて遠い彼女と私
安土 真理奈（22歳）



難民支援奉仕者育成

　6月20日は国連の定める「世界難
民の日（World Refugee Day）」で
す。国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）はこの記念日に合わせ
て、難民への理解を深めるために日
本各地のランドマークを国連カラー
のブルーにするPR活動を行なって
います。JELAはこの活動の趣旨に
賛同し、昨年からブルーライトアッ
プを行っています。
　今年は6月9日から27日まで、
JELAミッションセンター（東京・
渋谷区）をブルーにライトアップし
ました。昨年よりも電球を1000球
増やし、建物の１階と２階に加え、
入口前の樹にも青の電飾を設置しま
した。６月という季節外れのイルミ
ネーションに、道行く多くの人が足
を止め、ブルーライトアップの趣旨
を説明する立て看板にも目をとめて
いました。
　JELAはこれからも毎年６月にブ

ルーライトアップを続けていく方針で
す。時期が合いましたら是非お足運
びください。
　また、世界難民の日に関連して、
JELAのYouTubeチャンネルに「難
民留学生」として来日したシリア出
身のスザンさん（UNHCR・CRCP
難民アドバイザリーメンバー）の動
画「シリアの今とこれから～女性の
視点から」を公開しました。動画内
で、スザンさんには日本に来ること

になった経緯、現在の活動、シリア
における女性をめぐる状況などにつ
いてお話しいただきました。昨年
12月にアサド政権が崩壊し激動の
ただ中にあるシリアについて、また
難民の受け入れ全般について、関心
を持っていただくきっかけとなれば
と考えております。ぜひ多くの方に
ご視聴いただければ幸いです。
　JELAの難民支援事業を引き続き
どうぞよろしくお願いいたします。

「世界難民の日」JELAの取り組み
今年もブルーライトアップとオンライン動画を公開！

QRコードから
動画をご視聴
いただけます

動画に出演したスザンさん

　JELAは現在、日本に住む難民の
ための奨学金制度「JELAフィロク
セニア奨学金」の奨学生を募集して
います。採用（合格）の場合、2026
年度から支給を開始します。応募締
切は2025年９月末（必着）です。
　難民やそれに準ずる公的な地位を
有する者（認定難民、補完的保護対
象者など）、認定難民等の家族（子
など）、および国際的保護を要する
難民認定申請者が対象で、いずれの
場合も日本において中長期の在留資
格を有する（取得する見込みがある
者も含む）ことが条件です。

「フィロクセニア（φιλοξε
νία）」とは「旅人への愛・もて
なし」を表すギリシア語で、新約聖
書からとられています。

旅人をもてなすことを忘れてはい
けません。そうすることで、ある
人たちは、気づかずに天使たちを
もてなしました。
ヘブライ人への手紙13:2

　奨学金の支給額は年間120万円以
内で、原則として卒業（修業年限）
まで支援します。今回の採用定員は
２～３名です。

　日本での自立のために教育を希望
しながら、経済的にそれが難しい、
という難民の方々の進学・学業継続
を支援いたしますので、ぜひご応募
ください。また対象となりそうな身
近な方にご紹介ください。
　なお奨学金を受給するためには選
考や審査があります。詳しくは
JELA公式ウェブサイトをご覧くだ
さい。

制度の詳細、
募集要項は
QRコードから

難民のための「フィロクセニア奨学金」
2026年度奨学生募集中！

ブルーライトアップで彩られた
JELAミッションセンター
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　４年前に東京国際大学に合格し、学
費のことや自分の能力、それに自分の
年齢、そして大学に行く意味などでた
くさん悩んでいました。入学金を支払
う能力がなく、大学に延長を依頼しま
したができず、ローンも審査に落ち、
希望は薄く感じました。
　困っていた時に地元のカトリック
教会でお世話になっていた方に連絡
して、学費のことなどを助けてもら
い、それがJELAに出会うきっかけに
もなりました。大学進学について、
「行ったほうがいいよ」と応援して
くださった方もいれば、「行く意味
がない」とアドバイスをしてくださ
る方もいました。いろいろ考えた結
果、私は入学することにしました。
　入学直後の頃はコロナ禍でもあ
り、そして自分の計画性不足でいろ
いろと苦労しました。自分の条件に
合ったアルバイトを見つけるどころ
か、アルバイトの応募自体がほぼな
かった頃でした。諦めることなく数
週間後、アルバイトを見つけること
ができ、生活に余裕を持つほどでは
なかったのですが、自立することが
できたのは確かです。やがて勉強に
も生活にも慣れることができ、いろ

いろな友達や教師に出会うことがで
きました。大学でひとつ学んだこと
は、人とコミュニケーションを取る
ことで視野も広がる、ということで
す。他人の経験や意見に左右される
のではなく、自分の人生や将来の参
考にできると学びました。

　大学では優秀な学生がいろいろな
国から来ており、自分のモチベー
ションにもなりました。自分の国の
問題を解決しようとする学生や、世
界の問題をいろいろ考える学生も在
籍していて、プレッシャーを感じな
がら自分も考えなければいけないと

感じました。学業のために勉強に熱
心に取り組んでいましたが、勉強す
れば勉強するほど世界の問題をたく
さん知ることができ、地球のどこか
に困っている人がいると知り、直接
助けることはできませんが、人間と
してどう考えればよいのか、どう行
動すればよいのか、考えることがで
きるようになったと思います。例を
申し上げると、卒業論文で課題にし
ていたフィリピンの麻薬戦争のこと
があります。その問題の解決に直接
貢献することはできませんでした
が、意見を発信することができたと
思います。将来は直接携わって、世
界のいろんな問題の解決に貢献する
ことに努めたいと思っています。
　４年間もかかりましたが、大学に行
く意味を知りました。それは、これか
ら生きる意味を探しやすくなる、とい
うことです。大学で学んだことを社会
や自分の人生で活かして成長してい
きます。JELAのおかげで大学に通う
ことができた感謝の気持ちを忘れず、
次世代の方々にも何か力になれるよう
に働いていきたいと思います。4年間
本当にお世話になりました。誠にあり
がとうございました。

視野を広げ、生きる意味を探す学び
JELAディアコニア奨学金 元奨学生　三浦 太一 さん

「JELAディアコニア奨学金」を2021年から受給し、東京国際大学・国際関係学科で学んだ三浦太一さんが、今年３月に卒業さ
れました。三浦さんを４年間応援してきたJELAにとって、本当に大きな喜びです！
　三浦さんは子ども時代の大部分をフィリピンで過ごしましたが、自分の将来を考えて18歳の時に再来日されました。そして言語
の壁、文化の壁、経済的な壁などを乗り越えて大学に進学し、今日に至ります。就職活動を経て、4月からは新社会人として活躍し
ています。このたび、大学生活の振り返りと、JELAの支援への感謝の言葉をお寄せくださいました。

I.奨学金の特徴
給付金額：年間120万円以内（原則返済不要）　
給付期間：最長４年間（支給開始は2026年度）
II. 奨学生の資格
次のいずれかに該当し、かつ就学・研修に要する費用の支払能
力が不十分である者。
1. 社会と人々 に仕えることを目的とし、大学等において学ぶ者。
2. 国際社会への貢献を目的とし、大学等において学ぶ者。
3. キリスト者としての成長を目的とし、大学等において学ぶ者。

III. 募集スケジュール
応募締切：2025年10月31日
書類審査：2025年11月中旬
面接審査：2025年11月20日・21日のいずれか
IV. 応募方法
オンライン申請のみ
（専用フォームにて必要書類を
  アップロード・送信）

JELAディアコニア奨学金　2026年度奨学生　募集要項（抜粋）

奨学金の詳細、
募集要項全体は
JELAウェブサイトで

難民シェルター「JELAハウス」管理人募集！　JELAが都内で運営する難民のためのシェル
ター（女性・母子専用）の住込み管理人を1名募集しています。対象は原則女性のみ（夫婦応相談）。
業務内容：入居者の生活指導、緊急時の初期対応等。謝金あり（毎月支給）。家賃・水道光熱費無料。

お問い合わせは
電話 03-3447-1521

または
右のQRコードから
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のではなく、自分の人生や将来の参
考にできると学びました。

　大学では優秀な学生がいろいろな
国から来ており、自分のモチベー
ションにもなりました。自分の国の
問題を解決しようとする学生や、世
界の問題をいろいろ考える学生も在
籍していて、プレッシャーを感じな
がら自分も考えなければいけないと

感じました。学業のために勉強に熱
心に取り組んでいましたが、勉強す
れば勉強するほど世界の問題をたく
さん知ることができ、地球のどこか
に困っている人がいると知り、直接
助けることはできませんが、人間と
してどう考えればよいのか、どう行
動すればよいのか、考えることがで
きるようになったと思います。例を
申し上げると、卒業論文で課題にし
ていたフィリピンの麻薬戦争のこと
があります。その問題の解決に直接
貢献することはできませんでした
が、意見を発信することができたと
思います。将来は直接携わって、世
界のいろんな問題の解決に貢献する
ことに努めたいと思っています。
　４年間もかかりましたが、大学に行
く意味を知りました。それは、これか
ら生きる意味を探しやすくなる、とい
うことです。大学で学んだことを社会
や自分の人生で活かして成長してい
きます。JELAのおかげで大学に通う
ことができた感謝の気持ちを忘れず、
次世代の方々にも何か力になれるよう
に働いていきたいと思います。4年間
本当にお世話になりました。誠にあり
がとうございました。

視野を広げ、生きる意味を探す学び
JELAディアコニア奨学金 元奨学生　三浦 太一 さん

「JELAディアコニア奨学金」を2021年から受給し、東京国際大学・国際関係学科で学んだ三浦太一さんが、今年３月に卒業さ
れました。三浦さんを４年間応援してきたJELAにとって、本当に大きな喜びです！
　三浦さんは子ども時代の大部分をフィリピンで過ごしましたが、自分の将来を考えて18歳の時に再来日されました。そして言語
の壁、文化の壁、経済的な壁などを乗り越えて大学に進学し、今日に至ります。就職活動を経て、4月からは新社会人として活躍し
ています。このたび、大学生活の振り返りと、JELAの支援への感謝の言葉をお寄せくださいました。

I.奨学金の特徴
給付金額：年間120万円以内（原則返済不要）　
給付期間：最長４年間（支給開始は2026年度）
II. 奨学生の資格
次のいずれかに該当し、かつ就学・研修に要する費用の支払能
力が不十分である者。
1. 社会と人々 に仕えることを目的とし、大学等において学ぶ者。
2. 国際社会への貢献を目的とし、大学等において学ぶ者。
3. キリスト者としての成長を目的とし、大学等において学ぶ者。

III. 募集スケジュール
応募締切：2025年10月31日
書類審査：2025年11月中旬
面接審査：2025年11月20日・21日のいずれか
IV. 応募方法
オンライン申請のみ
（専用フォームにて必要書類を
  アップロード・送信）

JELAディアコニア奨学金　2026年度奨学生　募集要項（抜粋）

奨学金の詳細、
募集要項全体は
JELAウェブサイトで

難民シェルター「JELAハウス」管理人募集！　JELAが都内で運営する難民のためのシェル
ター（女性・母子専用）の住込み管理人を1名募集しています。対象は原則女性のみ（夫婦応相談）。
業務内容：入居者の生活指導、緊急時の初期対応等。謝金あり（毎月支給）。家賃・水道光熱費無料。

お問い合わせは
電話 03-3447-1521

または
右のQRコードから
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難民支援事業 ／ 世界の子ども支援事業 ／ 奉仕者育成事業 ／ 緊急災害支援事業

私たちは、キリストの愛をもって、日本と世界の助けを必要とする人びとに仕えます
お前たちは、わたしが飢えていたときに食べさせ、のどが渇いていたときに飲ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸のときに着せ、病気のときに見舞い、牢にいたときに訪ねて
くれたからだ。はっきり言っておく。わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。（マタイによる福音書25章35～36、40節）

青木孝士/秋吉亮/淺野圭佑/阿部光成/石原京子/井上新/岩越優子/遠藤邦子/大谷忠雄/
柿沢純江/片岡光夫/片山良明/勝部久子/河合暁彦/河野悦子/京谷信代/金城香世/ｸ゙ ﾘﾃﾍ゙ｯｸ・ﾛｰｳｪﾙ/ｸ゙ ﾚｲ恵子/小島拓人/古庄理世/小林勝/
小松由美/佐伯鎮子/境田伸弘/佐瀬萬亀/貞光攸子/佐野友美/霜尾閑子/深川ひろみ/高橋竜太/谷口美樹/辻裕子/寺澤陽子/鳥飼勝隆/
永瀬安恒/西垣親子/野上きよみ/野口久志/原怜子/福嶌知惠子/福地明子/藤井たかね/藤本敬子/渕田康穂/古屋四朗/保坂和子/間瀬啓允/
松岡俊一郎/松下淳子/水口博幸/南谷なほみ/光永尚生/南節子/森保宏/山口京子/吉田万里子/CRESCENT BAKERY/CRM/恵比寿聖書ﾌｫー ﾗﾑ/
ｸ゙ ﾚｲｽ合唱団/小城ﾙｰﾃﾙこども園/聖書ﾌｫ ﾗーﾑ委員会/新潟のぞみﾙｰﾃﾙ教会ｶﾀﾘー ﾅ会/ﾊｰﾍ゙ ｽﾄ･ﾀｲﾑ･ﾐﾆｽﾄﾘー ｽ゙/ﾊ゚ ｽﾄﾗﾙ･ﾊ ﾌー ゆ゚あら/ﾊ゚ ｽﾄﾗﾙ･ﾊ ﾌー を゚学ぶ会
Aura＊/JELC神水教会/JELC玉名教会/JELC天王寺教会 教会学校/JELC横須賀教会 （以上順不同・敬称略）
ご支援ありがとうございます。匿名をご希望の場合は、ご送金の際にお知らせください。

寄付金のご送金先：（旧法人名の払込取扱票も使用可能です）
ゆうちょ銀行　口座番号: 00140-0-669206（加入者名: 公益財団法人JELA）
三井住友銀行 飯田橋支店　普通2896506（口座名義: ｺｳｴｷｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝ ｼﾞｴﾗ）

貴重な「出会い」と「学び」
カンボジア・ワークキャンプ2025 参加者レポート

難民支援

奉仕者育成

その他の記事

〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-20-26
　TEL  03-3447-1521　FAX  03-3447-1523
　　   www.jela.or.jp　　 jela@jela.or.jp

公益財団法人 ＪＥＬＡ 〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-20-26　TEL.03-3447-1521　FAX.03-3447-1523　jela@jela.or.jp　www.jela.or.jp
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編集後記
　鮮やかな濃紺の団体名を貫く閃光の十字架。見て、すぐに
好きになりました。「キリストの愛をもって隣人に仕える」と
いう団体の使命を潔く体現していると感じたからです。事
実、JELAはこの使命に突き動かされて、多くの分野の事業に
取り組んでいます。ゆえに、折に触れて、ではこの「愛」とは
いったいどんな愛なのか、という再確認が必要になるのだと
思います。イエス・キリストがいのちを捨ててまで示した愛で
すから、その解釈は十人十色であって良いという人間都合に
陥らないように気をつけたいところです。また、ＡをＢ、Ｂを
Ｃと伝えてしまったら、巷の伝言ゲームの喜劇どころではな
い結果を生むことでしょう。毎年多くの方がJELAの事業に関
わり、奉仕者として大きく成長されています。また、私たちの
働きを必要としている人々 にも出会います。そうした人々 に伝
えるべき言葉、愛という宝が私たちに託されています。このこ
とが、現場で働く職員の原動力となっています。（渡辺薫）

世界の子ども支援

C
O
N
TE
N
TS

　当財団の古屋四朗理事長により次の三句が選ばれまし
た。今回は偏奇庵さんが最優秀に選ばれました。
　おめでとうございます！

 <最優秀句> 
物忘れ功徳は階段昇り降り （偏奇庵）

 <優秀句> 
　未練あり見るべき程のこと尽きず （蕩尽坊） 
　カーナビに思わずハイと返事する （呆楽）

　今回を持ちまして「川柳ひろば」を終了することとい
たしました。十数年に渡りご愛顧くださり誠にありがと
うございました。（川柳ひろば管理人　奈良部 慎平）

入選句発表！最終
回

　今秋、全米認定チャプレンと
して活動される岡田圭氏をス
ピーカーにお迎えして、下記の
ようにチャリティ・イベントを開
催します。昨秋９月に出版され
た著書『いのちに驚く対話』
（医学書院）は、早くも日本の
スピリチュアル界、ホスピス・緩
和ケアなどの分野で大いに注目
されています。岡田氏が著書を
通して投げかけた、「最期」ということの多様な見方、そこで
起きる対話、言葉をどう意識し理解できるか、という問いに
対し、岡田氏とともに立ちどまり考える時を持ちませんか。

◆◇イベント概要◆◇
講　演：『人生の最期に、何を語り合えるのか』
講演者：岡田 圭 氏
日　時：2025年10月17日（金）
　　　　午後1時30分開場　午後2時開演
会　場：JELAミッションセンター・ホール
　　　 （東京都渋谷区恵比寿1-20-26）
入場無料（当財団公益目的事業へのご寄付を承ります）

　プログラムの詳細はウェブサイト、ブログで公開します。
　どうぞお楽しみに。

「誰が何を語りたいのか」
語りを聴くこと、語ることの交流が、どう豊かになるのか
何が心に残る気づき（意識の覚醒）や物語になり
分かち合う時がどう語り継がれて
人の人生の見方を多彩に広げてくれるか
今大切なこととして思っていることを話して
皆さんの思いを招きたいと思います。 （岡田圭）

◇岡田 圭 氏 プロフィール
ニューヨーク生まれ、金沢市育ち。上智大学外国語学部ポルトガ
ル語科を卒業後、1982年にロータリー財団奨学生として渡米。美
術専攻でニューヨーク市の美大 School of Visual Arts を卒業
後、ポストモダン・ダンサーたちとの舞台芸術創作を経て、ユニオ
ン神学校卒（神学修士）Union Theological Seminary。現場教
育の授業で臨床チャプレンの仕事に興味を持ち、臨床研修 CPE 
(Clinical Pastoral Education) を市内数カ所の病院で終了。専門
チャプレン協会 Association of Professional Chaplains の全米
認定資格を所得。チャプレンとしてコーネル大学医療センター小
児科「エイズの子供たちのためのプログラム」クリニック、HIV
キャリアのホームレス療養施設Housing Works, Inc.での勤務を
経て、2006年よりニューヨーク訪問看護サービスVisiting Nurse 
Service of New Yorkホスピス緩和ケアでスピリチュアルケア・
カウンセラーとして勤務。2021年末、終末期スピリチュアルケ
ア・プログラム・マネージャーとしての職務から退職。現在、コロン
ビア大学の学術集会「死に関するセミナー」準会員、国際スピリ
チュアルケア協会（スイス、ベルン大学）会員、臨床スピリチュア
ルケア協会(PASCH)顧問。

JELA 秋のチャリティ・イベント
『人生の最期に、何を語り合えるのか』

支援者一覧 （2025年3月1日～6月30日）

カンボジアに14棟目のプレスクールを建設中（P3）／カンボジアの小学校やプレスクールのために文房具を募集します！（P3）
「世界難民の日」JELAの取り組み（P7）／「フィロクセニア奨学金」2026年度奨学生募集（P7）／「JELAハウス」管理人募集（P7）
カンボジア・ワークキャンプ2025 参加者レポート（P4,5）／
ディアコニア元奨学生 三浦 太一 さん「視野を広げ、生きる意味を探す学び」（P6）／JELAディアコニア奨学金 2026年度募集（P6）
「回顧と展望」第１回 中川 浩之 氏（P2,3）／秋のチャリティ・イベント「人生の最期に何を語り合えるのか」告知（P8）／
「川柳ひろば」最終回 入選句発表！（P8）／支援者一覧(P8)／編集後記(P8)




